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NOH and KYOGEN 

能および狂言の自主公演のほか、後継者の養成、資料などの収集

展示その他を行ってきた国立能楽堂(国立劇場能楽主)では、 1983年

の開場以来30年を経て、20日年に開場30周年記念公的が行われた。
'"ι4うかAの

その内容は、観世治利 (現 Ifi河寿 )f翁j 、梅若玄祥 『楊i.~.妃 (干之
かかの争τ'.I!め ひきの町 九寸じの H

掛岳協)J、金剛永謹『土蜘妹(千筋之伝さきがに)Jその他(9月15
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1: 1¥. f.'う す作， "告で l}，:tf

日)、大槻文政『住吉詣(悦

能・狂言 2013
の 止い

之舞)Jその他(16日)、友枝

IIB1止『羽衣(舞込)J、野村

両『賂の梅』その他(17日)、
1. 1¥. " ， ろうも Lゃ

野村IE斎 『老武者jその他

(20日)であった。

さbに国立能楽iitでは}jfl

場30周年記念特別企画の

催しがあり、梅若玄祥『スー

パ一能世阿弥J(初演、梅
ゅう

原組作、4月19 EI )、片山幽
eっ

雪fI.旺l寺小IUyJ (5 J'I29日)、

金剛永誕「道成寺(古式)J 

( 1 1月1101)、JJ.I本東次郎『釣
た，. むい

狐』、野 村万作I太鼓負j

( 12月7日)がJ:iii'iされた。

また国立能楽iitでは月HJJ

特集 I!!:阿弥生誕650年と

題し、 10月に、世阿弥作とさ
"/i ~tJ ので A

れるI白楽天(長序之伝)J

め ー やめまつ

『阿古屋松』その他が受賞対象作品

となった。

平成24年度文化庁芸術祭1:t(i;i; 
J~IJ 音 11 門)優秀賞を観世流シテ方上回

拓司(関西)、和泉流狂言方野村雨斎

(関東)が受賞した。現在は文化庁芸

立 と
たつの町

龍謹『石橋jほかが上演された。

地方で者実にi寅能活動を続けている

喜多流大島能楽堂(広島県福山市、

喜多流大島家所有)が創建百周年公

演(I2月22日)を行った。観客席300

弱の能楽堂であるが、年 rB] 4 ~ う回の
a 舎の， ， 

定期公泌を行ってL、る。大島政允『木
〈ち あきお

賊』、J品津哲生『石橋(述獅子)Jほか

が上演された。

平成24年度芸術選奨文部科学大

臣賞(演劇部門)を観世流シテ方26世

宗家の観世清和が受賞した。1959年

生れ、2う世観世左近の長男、芸術選

奨文部大臣新人ltを受けている。観世

30 
の
西哲生

τいか をで

会を主宰。日本能楽会会員。『定家(柑l
か，ι 勺ゅのひも ~ Ij ()，うビ』予f>'iι

相jI楽館之紐解)J[江口 (平調返)J 

うの"

( 2 日 ) 、 『 紛 ;J~ j (9日)、 I実

~l'd (J 2日)、 『右近j(18日)、

『融 (十三段之鱒)Jその他

が上演された。この月間特集
観世，調和 国立能楽堂開場30周年記念公演『翁』

写真提供国立能楽堂

野村寓 国立能楽堂開~3C閏年記念公演 「庵の梅j
写真提供屈立能楽堂

梅若玄待

国立能楽堂開場30周年配念特別企画公演『スパ能世間弥』
写真提供園立能楽堂

山本東次郎 目立能楽堂開場30周年記念 特別企画公演「釣孤1
写真提供目立能楽堂

日本の舞台芸術を知る l 固陣演劇年置2014
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KYOGEN 

術祭は関西関東でそれぞれ別個に俄され、受賞式も別日に行われてい

and NOH 

ム上回拓司は上回照也の次勢。『附田川J(!!Hの会)が対象となり、野

村高斎は野村万作の長男、 『花子J(狂言ござる乃座)が対象となった.

ともに日本能楽会会員。

日本芸術院貨を観世流シテ方浅見具州が受賞した01941年生れ、
"た‘I y~ 1; てo のど』も

i主見其健のう男。父および観世寿夫、81止観世鋭之丞に師事。芸術選

奨文部科学大臣賞、観世寿夫記念法政大学能楽J't等を受賞してい
1IIt守て

る。日本fiE楽会理事。すでにf卒都婆小田JH餓捨jその他の習物を披
1，) fJ' ~ 

〈。今回は『檎fEIJその他の舞台が対象となった。
U た UH

観世芳夫記念法政大学能楽J'!:を能楽研究家羽田利、喜多流シ
あわや aι ぉ

テ方粟谷能夫、 1m花賞を一色町能楽保存会が受賞した. 羽目 J.~ は

1939年生れ、東京国立文化財研究所員、武蔵野大学教授、同大

学能楽資料センター長等を歴任、現在、東京倒立文化財研究所名

営研究員、武蔵野大学客員教授.共著に『能狂言

品J(岩波書底)、 『能楽大事典J(筑摩書房)等がある.3長谷能夫は

能の作者と作
一∞由
N

一 1949年生れ.粟谷新太郎の長男、喜多実に匝llZlk粟谷能の会を主宰.

f道成寺H卒都婆小町H鵬鵡小川H石橋jその他を披〈。日本能

楽会理事。

一色町能楽保存会は、三重県伊勢市一色町の能楽保存団体。伊

勢猿楽の伝統を受けつぎ、一色村1社の神事として奉納される一色能を

はじめとする、i員能l舌動を行っている。
みつひろ

春の叙勲に旭日双光章を金春流γテ方本f日光i羊が受章。1942年

大島能舞台創建百周年記念能『木賊』

写真提供池上嘉治

大島政允金剛能楽堂10周年配念公演『石縫』
写真提供金剛永錘蝿彫山口宏子

金剛組組
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